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平成 24 年２月９日 

各  位 

フィデアホールディングス株式会社 

株 式 会 社  荘 内 銀 行 

株 式 会 社  北 都 銀 行 

 

 平成 24 年 3 月期（平成 23 年度）第３四半期決算概要について  

 

フィデアホールディングス株式会社（本社：仙台市、社長：里村 正治、以下「フィデアＨＤ」）は、平成 24 年３

月期（平成 23 年度）第３四半期連結業績等の概要と、株式会社荘内銀行（本店：山形県鶴岡市、頭取：國井 英夫、

以下「荘内銀行」）及び株式会社北都銀行（本店：秋田市、頭取：斉藤 永吉、以下「北都銀行」）の単体業績につき

まして、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

1. フィデアＨＤ 

(1) 平成 24 年３月期第３四半期（平成 23 年４月１日～平成 23 年 12 月 31 日）連結業績 

業容は順調に拡大。譲渡性預金を含む預金等残高は個人預金を中心に増加し、前年同期末比 1,254 億円

（6.0％）増加の２兆 1,992 億円。貸出金残高は事業性貸出、地方公共団体向け貸出を中心に増加し、前年

同期末比 701 億円（4.8％）増加の１兆 5,042 億円。 

経常収益は有価証券関連収益や利回り低下に伴う資金運用収益の減少等で前年同期比減収。利益面は、

連結粗利益が前年同期比増益となったものの、上半期までに実施した震災対応に伴う与信関係費用の増加、

税制改正等に伴う繰延税金資産の取り崩し等で経常利益、四半期純利益ともに減益。 

２行（単体）合算の金融再生法開示債権比率は震災の影響を織り込んだこと等により前年同期末比 0.59

ポイント上昇し 2.87％。 

番号

経常収益 (1) 36,382 百万円 39,001 百万円  2,618 百万円  6.7 ％

連結粗利益 (2) 28,952 百万円 28,627 百万円 325 百万円 1.1 ％

経常利益 (3) 5,017 百万円 5,345 百万円  328 百万円  6.1 ％

四半期純利益 (4) 2,441 百万円 3,243 百万円  801 百万円  24.7 ％

総資産 (5) 23,299 億円 22,175 億円 1,124 億円 5.0 ％

預金等（譲渡性預金を含む） (6) 21,992 億円 20,737 億円 1,254 億円 6.0 ％

貸出金 (7) 15,042 億円 14,340 億円 701 億円 4.8 ％

有価証券 (8) 7,034 億円 6,428 億円 605 億円 9.4 ％

金融再生法開示債権額 (9) 44,161 百万円 33,472 百万円 10,689 百万円 31.9 ％

総与信に占める割合 (10) 2.87 ％ 2.28 ％ 0.59 ％

前年同期（末）実績 前年同期（末）比 同増減率

主要勘定残高
（ 末 残 ）

フィデアＨＤ

【合算】 不 良 債 権

【連結】

損 益

 

(2) 平成 24 年３月期 通期 連結業績予想 

フィデアＨＤの平成 24 年３月期通期連結業績は、資金運用収益の減少を見込む一方、与信関係費用の減

少や統合効果の抽出に努め、増益となる計画。 

番号

経 常 収 益 (11) 47,500 百万円  5,217 百万円  9.8 ％

経 常 利 益 (12) 6,200 百万円 1,146 百万円 22.6 ％

当 期 純 利 益 (13) 3,800 百万円 125 百万円 3.4 ％

前期比 同増減率

フィデアＨＤ（連結）

通期

 
※平成 24 年３月期の普通株式の配当は、期末配当１株当たり５円（年間５円）を計画。 

(次ページへ) 
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2. 荘内銀行 

(1) 平成 24 年３月期第３四半期（平成 23 年４月１日～平成 23 年 12 月 31 日）単体業績 

経常収益は有価証券関連収益や役務取引等収益の減少等により前年同期比減収。経常利益、四半期純利

益は資金利益の増加や経費の減少があったものの、与信関係費用の増加等で減益。 

譲渡性預金を含む預金等残高は個人預金を中心に増加し、前年同期末比 946 億円（9.9％）増加の１兆

450 億円と、四半期末残高として初めて１兆円を超え、業容は順調に拡大。貸出金残高は事業性貸出、地

方公共団体向け貸出等が増加し、前年同期末比 452 億円（6.0％）増加の 7,926 億円となった。 

金融再生法開示債権額は、震災の影響により住宅ローン等の条件変更に丁寧に対応したことから前年同

期末比 86 億円増加。総与信に占める割合は、当中間期末比では 0.10 ポイント低下したものの、前年同期

末比では 0.97 ポイント上昇して 2.88％。 

番号

経常収益 (14) 16,710 百万円 19,701 百万円  2,990 百万円  15.1 ％

業務純益 (15) 3,391 百万円 2,780 百万円 610 百万円 21.9 ％

コア業務純益* (16) 3,132 百万円 3,112 百万円 19 百万円 0.6 ％

経常利益 (17) 2,291 百万円 2,644 百万円  353 百万円  13.3 ％

四半期純利益 (18) 907 百万円 1,533 百万円  625 百万円  40.8 ％

預金等（含む譲渡性預金） (19) 10,450 億円 9,503 億円 946 億円 9.9 ％

貸出金 (20) 7,926 億円 7,474 億円 452 億円 6.0 ％

有価証券 (21) 2,626 億円 2,255 億円 371 億円 16.4 ％

金融再生法開示債権額 (22) 23,352 百万円 14,668 百万円 8,684 百万円 59.2 ％

総与信に占める割合 (23) 2.88 ％ 1.91 ％ 0.97 ％

*コア業務純益 ＝ 業務純益 － 国債等債券損益（５勘定尻） ＋ 一般貸倒引当金純繰入額

荘内銀行
前年同期（末）実績 前年同期（末）比 同増減率

【
単
体

】

損 益

主要勘定残高
（ 末 残 ）

不 良 債 権

 

(2) 平成 24 年３月期 通期 単体業績予想 

荘内銀行の平成 24 年 3 月期通期単体業績は、有価証券関連収益の減少を見込む一方、業容拡大や経費削

減に引き続き取り組むことにより、経常利益、当期純利益ともに増益となる計画。 

番号

経 常 収 益 (24) 22,000 百万円  3,264 百万円  12.9 ％

経 常 利 益 (25) 2,900 百万円 378 百万円 15.0 ％

当 期 純 利 益 (26) 1,600 百万円 194 百万円 13.8 ％

荘内銀行（単体）

通期

前期比 同増減率

 
 

 

(次ページへ) 
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3. 北都銀行 

(1) 平成 24 年３月期第３四半期（平成 23 年４月１日～平成 23 年 12 月 31 日）単体業績 

経常収益は利回りの低下により資金運用収益が減少したものの、有価証券関連収益が増加したことを主

因に増収。経常利益、四半期純利益は資金調達費用のほか、経費や与信関係費用の減少等により増益。第

３四半期の経常利益、四半期純利益としては四半期決算開示を開始した平成 16 年以来最高益。 

譲渡性預金を含む預金等残高は個人預金、法人預金を中心に増加し、前年同期末比 326 億円（2.8％）増

加の１兆 1,650 億円と、業容は引き続き順調に拡大。貸出金残高は震災復旧支援資金等法人向け貸出や個

人ローン、地方公共団体向けが増加し、前年同期末比 285 億円（4.1％）増加の 7,174 億円。 

金融再生法開示債権額は前年同期末比 20 億円増加、総与信に占める割合は前年同期比 0.18 ポイント上

昇し 2.85％。引き続き、取引先に対する積極的な経営支援活動に取り組む。 

番号

経常収益 (27) 17,338 百万円 17,312 百万円 25 百万円 0.1 ％

業務純益 (28) 3,908 百万円 4,341 百万円  432 百万円  9.9 ％

コア業務純益* (29) 2,284 百万円 3,102 百万円  818 百万円  26.3 ％

経常利益 (30) 3,012 百万円 2,216 百万円 795 百万円 35.9 ％

四半期純利益 (31) 1,605 百万円 1,341 百万円 264 百万円 19.6 ％

預金等（含む譲渡性預金） (32) 11,650 億円 11,324 億円 326 億円 2.8 ％

貸出金 (33) 7,174 億円 6,889 億円 285 億円 4.1 ％

有価証券 (34) 4,508 億円 4,269 億円 238 億円 5.5 ％

金融再生法開示債権額 (35) 20,809 百万円 18,804 百万円 2,004 百万円 10.6 ％

総与信に占める割合 (36) 2.85 ％ 2.67 ％ 0.18 ％

*コア業務純益 ＝ 業務純益 － 国債等債券損益（５勘定尻） ＋ 一般貸倒引当金純繰入額

主要勘定残高
（ 末 残 ）

前年同期（末）実績

損 益

不 良 債 権

【
単
体

】

前年同期（末）比 同増減率
北都銀行

 

(2) 平成 24 年３月期 通期 単体業績予想 

北都銀行の平成 24 年３月期通期単体業績は、業容の順調な拡大、預り資産販売手数料の増強、経費削減

及び与信関係費用の減少等により増益となる計画。 

番号

経 常 収 益 (37) 23,000 百万円  964 百万円  4.0 ％

経 常 利 益 (38) 3,100 百万円 1,099 百万円 54.9 ％

当 期 純 利 益 (39) 1,900 百万円 487 百万円 34.5 ％

通期

前期比 同増減率

北都銀行（単体）

 
 

以 上 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先（報道関係）】 

フィデアホールディングス ＩＲグループ
大石 TEL：018-833-4211 

佐藤 TEL：023-626-9006 

 

くわしくは、「平成 24 年３月期 第３四半期 決算短信〔日本基準〕（連結）」をご参照ください。 

 


